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石河英夫名誉教授略歴
明 治43年
5月12日
大 正6年
4月
大 正12年
3月
4月
昭 和3年
3月
昭 和4年
4月
昭 和7年
3月
4月
昭 和8年
4'月
昭 和10年
3月
4月
7月
7月
昭 和13年
11月10日
昭 和14年
4月7日
昭 和19年
2月26日
(1910)
北海道小樽にて生まれる。
(1917)
小樽稲穂尋常高等小学校へ入学。
(1923)
小樽稲穂尋常高等小学校を卒業。
庁立小樽商業学校へ入学。
(1928)
庁立小樽商業学校を卒業。
(1929)
小樽商業高等学校へ入学。
(1932)
小樽商業高等学校を卒業。
東京商科大学へ入学。
(1933)
東京商科大学在学中,高瀬荘太郎教授指導の下で会計学を専攻する。
(1935)
＼ 東京商科大学を卒業。
、鐘渕紡績株式会社へ入社,大 阪淀川工場勤務。
同社依願退社。
東京商科大学にて高瀬荘太郎教授の指導の下で会計学の研究に従事す
る(昭和11年7月30日まで)。
(1938)
小樽高等商業学校にて商店経営および広告販売の授業を嘱託される。
(1939)
小樽商業高等学校講師に任ぜられる。
(1944)
簿記,会計学,工 業概論を担当する。
242商 学 討 究 第25巻 第1・2号
4月1日 官制の改正により,小 樽高等商業学校 を小樽経済専門学校と改称す
る。
6月20日 臨時 召集 に よ り,2等 兵 と して高射砲第24連 隊(帯 広)に 応 召,第6
中隊に編 入 され る。
9月21日 召集 解除 。
12月31日 群 馬県西小泉 の中島飛行 機工 場へ勤 労作業のた め学 生 と ともに出動す
る。
昭 和20年(1945)
1月31日 群 馬県 西小泉 の中島飛行機工場 よ り帰任す る。
2月1日 小樽経済 専門学校 第1寄 宿舎(北 斗寮)寮 監 に補 せ られ る(昭和35年
9月3日 廃寮 まで)
3月21日 小樽経 済専門学校 教授 に任ぜ られ る。高等 官6等 に叙 せ られ る。
11月15日 高等官正7位 に叙 せ られ る。
昭 和21年(1946)
6月10日 教務 部長 の下 に,戦 後 の学 内混 乱収拾 のため教務 部付教 官に補せ られ
る(昭 和24年6月 まで)。
昭 和23'年(1948)1
4月 大 野校長 の下で 「新制商科 大学認 可申請書」 の作成 を中心 に大学 昇格
に関係す る。
昭 和24年(1949)
5月31日 昭和24年 法律 第150号に よ り,小 樽経済専 門学 校 は小樽 商科大 学 に
包括 され る。
7月9日 小樽商 科大 学助教授兼 小樽商科大 学小樽経 済専門学 校教 授に任ぜ られ
る。
昭 和26年(1951)
3月31日 昭和26年 法 律第84号 に よ り,小 樽商 科大学 小樽経 済専門学校 の課程
廃 止 され る。
3月31日 小樽商科夫学小樽経済専門学校教授の兼任を解除される。
3月31日 小樽商科大学教授に任ぜられる。
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昭 和28年
12月15日
昭 和31年
5月
10月1日
昭 和33年
7月1日
昭 和35年
7月1日
昭 和37年
7月1日
昭 和39年
6月1日
6月30日
昭 和42年
1月11日
2舟10日
4月1日
4月1日
8月25日
9月10日
12月9日
(1953)
北 海道大学経 済学部 にて非常勤 講師 と して会計 学を担 当す る(昭和29
年3月31日 まで)。
(1956)
日本 会計研 究学 会理事 とな る(昭 和44年5月 まで)。
教 務部 ・学生 部 の統 合 に よる学 内機構 改革 と学 生部長公選 制の施行 に
よ り,小 樽商科大 学学生 部長 に併任 され る(任 期 は 昭和33年6月30
日まで)。
(1958)
小 樽商科大学 学生部長 に 併任 され る(任 期 は 昭和35年6月30日 ま
で)。
(1960)
小樽 商科大学学 生部長 に 併 任 され る(任 期 は 昭和37年6月30日 ま
で)。
(1962)
小樽商科大 学学生部長 に 併任 され る(任 期 は 昭和39年6月30日 ま
で)。
(1964)
小樽商 科大学 学生会館 長に併任 され る。
小樽 商科大学学 生部長,学 生 会館長 の併任を解除 され る。
(1967)
文部省の委嘱により琉球大学文理学部商業科(会計学担当)に 出講す
る。
琉球大学文理学部商業科より帰任する。
小樽商科大学短期大学部主事に併任される。
小樽商科大学短期大学部教授に併任される。
アメリカの会計学の動向ならびに欧米の学生指導の調査研究のためア
メリカ合衆国,イ ギリス,西 ドイツ,フランスに出張を命ぜ られる。
出張のため羽田空港出発。
帰国。
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昭 和43年
5月
昭 和45年
12月
昭 和46年
5月10日
6月14日
6月14日
7月13日
昭 和47年
2月
昭 和48年
7月1日
昭 和49年
4月1日
4月1日
商 学 討 究 第25巻 第1・2号
(1968)
北海道経済学会代表理事となる(昭和49年5月 まで)。
(1970)
北見工業大学にて非常勤講師として会計学を担当する(昭和46年3
月31日まで)。
(1971)
小樽商科大学商学研究科の担当を補せられる。
小樽商科大学短期大学部主事事務代理に併任される。
小樽商科大学短期大学部教授に併任される。
小樽商科大学短期大学部主事事務代理 ・教授の併任を解除される。
(1972)
日本会計研究学会北海道部会長となる。
(1973)
指定職となる。
(1974)
小樽商科大学を停年により退職する。
小樽商科大学名誉教授の称号を授与される。
(昭和49年4月1日現在)
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石河英夫名誉教授著作目録
1著 書
『商業簿記要論』新星社,昭 和27年2月
『商業簿記要論』改訂版,お 茶の水書房,昭和28年9月
猛 分 担 執 筆
「会計の本質と職能」『高瀬先生還歴記念論文集』,森山書店,昭 和30年11月
皿 論 文
(1)「航空機工業と中小企業」『北方経済研究』第2号(昭 和20年3月)
(2)「日本における工業化過程の反省」『社会経済研究』第2号(昭 和21年9月)
(3)「技術的進歩と失業に関する一考察一 失業吸収理論の分析一 」r社会経済研究』
第10号(昭和23年11月)
(4)「北海道電気事業分離に関する批判一 主として国民経済的観点に立ちて一 」『社
会経済研究』第10号(昭和23年11月)
(5)「技術的進歩と国民所得」『小樽商科大学開学記念論文集』(昭和25年3月)
(6)「生産力の進歩と失業」『商学討究』第1巻第3号(昭 和26年2月)
(7)「技術的進歩の本質と作用一 ッワイクの所説を中心として一 」『商学討究』第3
巻第1号(昭 和27年6月)
(8)「簿記の社会的使命」『簿記』(昭和27年6月)
(9)「ペイ トン教授の企業評価論」『商学討究』第4巻第2号(昭 和28年9月)
⑩ 「企業利益の測定について」『商学討究』第6巻 第1号(昭 和30年6月)
⑪ 「企業会計における財政状態の概念一Kollarishの所説を中心として一 」『小樽
商科大学創立50周年記念論文集』(昭和36年7月)
⑫ 「引当金の本質と設定条件」r商学討究』第16巻第2号(昭 和41年1月)
⑬ 「会計の歴史的背景一 イギリス株式会社と会計の進化一 」『商学討究』(第25巻
第1・2合併号(昭 和49年10月)
W学 内新聞,同窓会誌,そ の他への寄稿
(1)「中小機械工業の特殊性」『北方経済』(北方経済研究所,昭和19年)
246 商 学 討 究 第25巻 第1・2号
(2)「航空 機工業 の特質」 『北方 経済』(北方経 済研究所,昭 和20年)
(3)「社会科学 におけ る人 間類型 」『緑丘』新 聞(昭 和24年)
(4)「わが 国におけ る賃 金問題の帰趨」r緑丘』新 聞第225号(昭 和25年12月)
(5)「凌雪 の再刊 に よせて」 北斗寮r凌 雪』第6号(昭 和28年1月)
(6)「巻頭 言」 北斗寮 『凌雪 』第7号(昭 和29年3月)
t(7)「巻頭 言」北 斗寮r凌 雪』第8号(昭 和30年3月)
(8)「昇格 の憶 い出」r緑丘』新 聞第278号(昭 和31年7月)
(9)「書評 ・新 しい会計」r緑丘 』新 聞第278号(昭 和31年7月)
co「巻頭 言」 北斗寮 『凌雪 』第10号(昭 和32年2月)
⑪ 「広 い視野 に立つ 自主 的研究を」r緑丘 』新 聞第295号(昭 和32年5月)
⑫ 「現代 にお もう」北斗寮 『凌雪』 第11号(昭 和33年2月)
⑬ 「進学 と就職」 千秋高校r千 秋新 聞』第23号(昭 和33年10月)
⑭ 「新 寮へ の移転 にあた って」北斗寮 『凌雪 』第13号(昭 和35年3月)
⑮ 「道 は近 きにあ り」 智 明寮 『籍 火 』第2号(昭 和39年3月)
⑯ 「寮祭 に寄せ て」 智明寮r篶 火』第8号(昭 和39年10月)
⑳ 「ヨ ッ ト部に寄 せて」商大 ヨ ッ ト部 『水碧 』第1号(昭 和40年1月)
⑱ 「緑 丘新 聞を想 う一 一一350号発 刊に寄す一 」 『緑 丘』新 聞 第350号(昭 和40年ll
月)
⑲ 「過去 の敗 北 ・勝利 へ の道」商大 ヨ ッ ト部 『水碧』第2号(昭 和41年1月)
⑳ 「生協 の発 足に あた って」『生 協通信 』第1号(昭 和41年9月)
㈲ 「クラブと学生生 活」 商大 ヨ ッ ト部 『水碧 』第3号(昭 和41年12月)
⑳ 「新 任挨拶 」r緑 丘短大 新 聞』第8号(昭 和42年4月)
⑳ 「アメ リカ旅行 雑感 」『緑 丘』新聞第365号(昭 和43年1月)
⑭ 「醍醐味(だ い ごみ)と い うこと」商大 ヨッ ト部r水 碧 』第4号(昭 和43年4月)
⑳ 「大学 の本 旨 とスポ ー ツ」商大 ヨ ッ ト部r水 碧 』第5号(昭 和44年4月)
「剣道部 と私」商大 剣道部 『剣 心一如』創刊号(昭 和46年3月)
'「真
の進 歩 とは何か」 商大 ヨ ッ ト部 『水碧』第8号(昭 和47年6月 ン
「ヨ ッ ト部24時間 の回顧」商大 ヨ ッ ト部 『水碧 』臨時 号(昭 和49年9月)
(昭和49年9月30日 現在)
